
研究活動の流れ

国土防災リモートセンシング研究会
会長：茨城大学桑原祐史 幹事：株式会社建設環境研究所 神岡久彰

WGの目的
平成23年3月11日、14時46分に発生した東北地方太平洋沖地震は、津波や液状化により、東北から関東にかけて東日本一帯に甚大な人

的・経済的被害をもたらした。また、同年9月には、台風12号の上陸に伴う豪雨に起因して、紀伊半島や中国地方において、河川の氾濫や大
規模土砂災害が発生した。一方、国外に目を向けると、タイ国において同年7月以降3ヶ月以上の長期にわたって洪水被害が継続した。この
長期洪水では、タイ国だけでなく、我が国も直接的・間接的に多大な経済的被害を受けることとなった。これらの大規模災害は、その被害
が広範囲に及ぶとともに、復旧・復興までに長期間を要する。したがって、発災直後の迅速な被害状況の把握、一定期間の定期的なモニタ
リングが必要であり、この点で衛星データやリモートセンシング技術に求められる役割は大きいと考えられる。
このような状況を踏まえて、本研究会では、災害時における衛星データの活用ガイドラインを作成することを目的としたWGを設置して

いる。本研究会では過去に、実務利用検討WGを設けて、『国土管理分野における衛星データ活用ガイドライン』を作成している。このガ
イドラインは、国土管理に関わる業務の具体的対象として河川事業を取り上げ、その中で衛星データの利活用場面と具体的方法をとりまと
めた。本WGでは、視点を国土管理から災害時利用に変えながらも、以下に示す衛星データの位置付けや実務者(データ利用者)を対象とした
構成などは踏襲しながら、『災害時活用版ガイドライン』を作成し，平成30年1月15日に，ガイドラインのお披露目を兼ねて東京大学にて
WSを開催した。また，平成30年1月28日にサンシャインシティ文化会館で開催された文部科学省主催のイベント「ぎゅっと防災博2018」に
も参加し，ポスターの展示とガイドラインの配布を行い，衛星リモートセンシング技術の普及に向けた具体的活動をしている。

衛星データの位置付け
(1) 代替使用：業務における要件に対し、既存の地理空間情報と同等以上に満足できると期待できる場合
(2) 補間使用：既存の地理空間情報の持つ制約に対して、衛星データが補間的役割を演じると期待できる場合
(3) 付加価値創出：衛星データの利用により、既存の地理空間情報で得られなかった新たな情報取得が期待できる場合
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衛星データの活用に関する
課題整理と技術的工夫の検討

ガイドラインの作成・公表

衛星データを利用した大規模氾濫地域の抽出
提供：宇宙技術開発株式会社

茨城県日立市で発生した山林火災の様子

1994.4.30観測 LANDSAT/TM 提供：茨城大学

ご連絡お待ちしています．
研究会幹事：神岡久彰 (株式会社建設環境研究所)

E-mail: kamioka@kensetsukankyoco.jp / Tel: 03-3988-2634

1991.3.7の現地 2001.2.16の現地

研究会活動成果の報告のためのWSを開催しました！

WSのタイトル：～次の大災害に備えて,衛星画像の可能性～

開催日時： 2018年1月15日(月) 14:00-17:10

開催場所：東京大学(本郷) 工学部7号館 2F 73号講義室
参加者 ： 68名

東京大学 中須賀真一先生およびJAXA 田殿様より，地球観測技術の最
先端について基調講演を頂いた後，国土防災RS研究会メンバーが総力で
作成した「災害時」を対象とした衛星データ利用のガイドラインについて説
明を行った．また，衛星データのユーザが利用できる(今後も含めて)新しい
活動の取り組みやデータコンテンツの紹介も行いました．

2018年度(平成30年度)より，新たな活動内容を展開します！

□災害時ガイドライン実習マニュアルの作成と，ガイドライン実証・改善に関する研究
平成29年までの研究会活動で，多くの皆様のご指導のもと，「災害時ガイドライン」を完成することがで
きました。その過程で，実際にフリーのソフトウェアとデータを使って記載内容を試してみたい，という声
を多く頂戴しました。そこで，既に研究や業務で使用されている方も多いQ-GISをプラットフォームとして
使用し，フリーのデータコンテンツを用い，業務に取り入れてみよう，というアプローチで使用される「技
術者のための」実習マニュアルを作成してみようと考えています。マニュアル作成の過程では，災害域
の管理団体等とのディスカッションも行い，実務で求められる要件を十分に取り入れたマニュアルとして
仕上げてゆきたいと考えています。

□次世代衛星・UAVデータの利活用に関する勉強会の開催
次世代衛星・UAVの開発や普及に係る団体の方を研究会にお招きし，最新の技術開発内容やサービ
スを紹介して頂く機会を作りたいと思います。研究会は２か月に１回，東京都内で開催しています。数年
前にも同様の取り組みをしましたが，参加費は無料，勉強会への出席は研究会メンバー以外も可として
開催したいと思います。開催の情報は研究会Webサイトでご案内しますので，ご興味ある方はご確認く
ださい。

新規研究会メンバーを募集しています。興味のある方，気軽に連絡下さい！！


